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生涯学習の視点での10年

１　歴史・文化の伝承

博
物
館
・
資
料
館
が
伝
え
る

里
山
文
化

　　市
内
の
７
地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ

市
町
と
し
て
歴
史
を
刻
み
、
美
し

い
里
山
環
境
の
も
と
で
、
心
豊
か

な
生
活
と
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
た
た
ら
製
鉄
に
象

徴
さ
れ
る
「
里
山
文
化
」
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
培
わ
れ
た
多

様
で
個
性
的
な
資
源
・
財
産
が
存

在
し
て
い
ま
す
。

　現
在
、
国
・
県
・
市
の
指
定
を

受
け
た
文
化
財
が
２
４
３
件
あ

り
、
こ
こ
で
暮
ら
し
て
き
た
人
々

や
自
然
の
営
み
を
後
世
に
伝
え
る

貴
重
な
資
料
で
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
を
記
録
・
展
示
す
る
博
物
館

や
資
料
館
が
市
内
に
は
多
く
あ

り
、
郷
土
の
歴
史
・
文
化
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　平
成
24
年
度
に
は
、
中
国
山
地

で
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き

る
博
物
館
「
比
和
自
然
科
学
博
物

館
地
学
分
館
」
が
オ
ー
プ
ン
。
本

市
は
、
発
見
さ
れ
た
ク
ジ
ラ
化
石

の
種
類
・
数
と
も
日
本
一
を
誇
り
、

同
館
は
世
界
的
に
も
貴
重
な
ク
ジ

ラ
の
化
石
資
料
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
国
内
外
か
ら
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

横 山 邦 和 さん

庄原市民俗芸能振興協議会 会長

　郷土芸能の継承は大きな課題で
す。継承には、まず自分の住んでい
る地域に誇りを持つこと。そうでな
ければ郷土芸能に誇りも持てませ

んし、地域の存続はありえません。
　私が指導している子ども神楽塾では、子どもたちが比婆荒
神神楽に魅力を感じて、頑張ってくれています。この積み重

ねが、自信と誇りへと変わり、郷土を愛する気持ちにつながっ
てくれればという思いです。うれしいことに、神楽塾を卒業
した子が比婆荒神神楽社に加入してくれています。この継続
が比婆荒神神楽の継承につながっていくものと期待していま
す。
　郷土芸能は大きな誇りであり財産です。戦後70年経ちま
すが、子どもたちが価値ある伝統文化をきちんと受け継ぎ、
古里を盛り上げてくれることが一番の願いです。
　それには、庄原市民俗芸能大会などの発表の場は大切で
す。気持ちの張り合いにもなり、出演団体の活力にもなりま
すので、継続して開催していきたいと思います。

合併から10年を振り返るシリーズ。
今月は生涯学習をテーマにお届けします。
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　同
年
11
月
25
日
に
は
市
内
の
指

定
民
俗
芸
能
団
体
が
一
堂
に
会
す

る
「
第
１
回
庄
原
市
民
俗
芸
能
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
以
来
、
隔
年

で
民
俗
芸
能
に
触
れ
る
機
会
を
市

民
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

郷
土
愛
を
育
む
事
業
を
展
開

　　こ
う
し
た
本
市
の
伝
統
や
文
化
・

自
然
・
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
興
味
や
関
心
を
高
め
て

も
ら
お
う
と
、
市
は
「
郷
土
学
習

支
援
事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　学
校
や
地
域
を
対
象
に
、
博
物

館
・
資
料
館
を
見
学
す
る
バ
ス
の

貸
し
出
し
を
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
24
年
度
か
ら
は
出
前
講
座

や
資
料
の
貸
し
出
し
、
体
験
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
、
郷
土
を
学

ぶ
機
会
を
提
供
。
事
業
を
利
用
す

る
学
校
や
地
域
が
年
々
増
え
て
い

ま
す
。

　さ
ら
に
23
年
度
か
ら
は
「
文
化

財
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」を
実
施
し
、

こ
の
講
座
か
ら
誕
生
し
た
ガ
イ
ド

が
、
学
校
や
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
郷
土
学
習
の
講
師
を
務
め

て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
古
里
に
愛
着
を
持
つ
人
が

増
え
、
郷
土
文
化
の
継
承
へ
と
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
芸
能

　　文
化
財
の
中
で
も
、
と
り
わ
け

民
俗
文
化
財
は
、
そ
こ
に
生
き
る

人
々
の
暮
ら
し
と
共
に
守
り
継
が

れ
、
人
と
人
と
の
絆
や
地
域
の
つ

な
が
り
を
育
む
上
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
国
指
定

の
比
婆
荒
神
神
楽
を
含
む
15
件
の

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
が
、
保
存

団
体
な
ど
に
よ
っ
て
大
切
に
守
り

継
が
れ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
近
年
、
地
域
の
伝
統

的
行
事
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
民

俗
文
化
財
の
継
承
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
現
状
か
ら
、
そ
の
思
い
を
共

有
す
る
地
域
・
保
存
団
体
・
行
政

が
協
働
・
連
携
す
る
組
織
「
庄
原

市
民
俗
芸
能
振
興
協
議
会
」
が
平

成
19
年
２
月
１
日
に
結
成
。
こ
こ

か
ら
文
化
財
を
次
世
代
へ
伝
え
る

た
め
の
全
市
的
な
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

若 林 隆 志 さん

比和町郷土芸能振興会 会長

　４年に１度比和牛供養田植を実
施しています。現在、来年の開催
に向け準備を始めています。
　この催事で一番大変なのが牛の

確保です。大山信仰を起源とする牛の供養を主眼に置いて
いますので、毎回供養牛の確保が欠かせません。
　また、供養田や人手の確保にも課題がありますが、地域

の方や自治振興区の皆さんにご協力をいただきながら取り
組んでいます。
　私たちにはこうした文化を伝承していく責任がありま
す。そのためには、この地域でないと経験できないものを
今の子どもに教えていくことが大切です。ここでは比和中
学校の生徒に牛供養田植を指導していますが、地域の誇り
を持てるものであれば、神楽でも、供養田植でもいいと思
います。そのことが生まれ育った地を誇りに感じ、地域を
愛する心につながるのだと思います。
　将来、地域を離れたとしても、こうした経験や思い出は、
地域とつながる礎になると思います。

１_比和牛供養田植／２_比和自然科学博物館地学分館／３_比婆荒神
神楽／４_塩原の大山供養田植／５_比婆荒神神楽子ども神楽塾／６_
文化財ガイド養成講座／７_郷土学習支援事業による出前講座
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子
ど
も
の
読
書
環
境
を
整
備

　　読
書
は
子
ど
も
た
ち
の
知
識
や

経
験
を
豊
か
に
し
、
人
格
形
成
の

上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
市
は
「
庄
原
市
子
ど
も
の
読

書
活
動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
に
向

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　市
立
図
書
館
で
は
、
読
書
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
「
お

話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
を
開
設

し
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
よ
る
学
校
で
の
「
朝
の
読
書

活
動
」
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
届
け
る

活
動
や
図
書
館
内
の
子
ど
も
コ
ー

市
民
に
身
近
な
図
書
館
へ

　　市
立
図
書
館
で
は
25
年
６
月
に

図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
更
新
。
こ
れ

に
合
わ
せ
、
図
書
利
用
カ
ー
ド
を

便
利
な
リ
ラ
イ
ト
カ
ー
ド
に
変

え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
よ
り
見

や
す
く
使
い
や
す
い
も
の
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
ま
た
、

貸
出
中
図
書
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
26

年
４
月
か
ら
は
開
館
日
・
開
館
時

間
を
見
直
し
、
特
に
西
城
分
館
の

開
館
時
間
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　今
後
は
学
校
図
書
館
と
の
連

携
・
支
援
、
専
門
的
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
体
制
づ
く
り
な
ど
、
市

民
に
と
っ
て
よ
り
身
近
で
利
用
し

や
す
い
図
書
館
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

※
リ
ラ
イ
ト
カ
ー
ド
…
カ
ー
ド
に
借
り

た
本
の
名
・
返
却
日
な
ど
直
接
文
字
を

印
字･
消
去
で
き
、
繰
り
返
し
使
用
で

き
る
貸
し
出
し
カ
ー
ド
。

ナ
ー
の
充
実
な
ど
、
読
書
環
境
の

整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
小
学
生
を
対
象
に
子

ど
も
の
読
書
活
動
を
進
め
る
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
「
子
ど
も
司
書

事
業
」
な
ど
に
よ
っ
て
、「
読
書

習
慣
が
身
に
付
く
」「
本
が
好
き

に
な
る
」
と
い
っ
た
成
果
に
結
び

つ
い
て
き
て
い
ま
す
。

　本
年
度
か
ら
は
学
校
図
書
館
担

当
職
員
を
４
人
か
ら
10
人
に
増
員

し
、読
書
が
児
童
生
徒
に
と
っ
て
、

よ
り
身
近
な
も
の
に
な
る
よ
う
学

校
図
書
館
の
運
営
や
自
主
的
な
読

書
活
動
を
支
援
し
、日
常
的
な「
読

む
」「
調
べ
る
」
と
い
う
習
慣
の

確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

立 花 有 佐 さん

読み語りボランティア
おはなしのいずみ　代表

　合併直後に市立図書館で開催
された読書ボランティア講座が
きっかけで、地域で活動していた
読書ボランティアが集まり、「お

はなしのいずみ」がスタートしました。今年で結成して10
年を迎えます。現在、子ども司書を経験した小学生から
70代までの27人で活動しています。
　主に月に一回、図書館でおはなし会を行ったり、市と連
携して乳幼児の健診会場で赤ちゃんに絵本を手渡したりし
ています。いつも図書館と話し合いながら、本に親しんで
もらう活動に取り組んでいます。
　絵本を読むだけで子どもたちの目が輝きます。１冊の本
が人生の助けになることもあると思います。子どもたちが
本に親しみ、本を好きになってくれるように、本の奥深さ、
すばらしさを伝えていきたい。10年活動してこれたことに
感謝し、これまで関わっていただいている皆さんとの関係
を大事に、今後も地道に活動を続けていきたいと思います。

２　読書活動の推進

１_おはなしのいずみに
よるおはなし会／２．３_
赤ちゃんに読み聞かせす
る子ども司書／４_さく
らスポーツクラブによる
グラウンドゴルフ教室／
５_レベルアップスポー
ツ教室
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市
民
ひ
と
り

１
ス
ポ
ー
ツ
の
実
現
へ

　ス
ポ
ー
ツ
は
体
力
の
維
持
向

上
、
健
康
長
寿
の
礎
で
あ
り
、
地

域
の
活
性
化
な
ど
に
も
貢
献
し
て

い
ま
す
。
明
る
く
豊
か
で
活
力
に

満
ち
た
社
会
を
つ
く
る
上
で
欠
か

せ
な
い
こ
と
か
ら
、
市
は
19
年
３

月
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
を

策
定
。「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
」
実

現
の
た
め
、「
市
民
ひ
と
り
１
ス

ポ
ー
ツ
」
を
掲
げ
、「
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
機
会
の
充
実
」「
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
」「
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
」「
関
係

団
体
と
の
連
携
と
情
報
発
信
と
共

有
」「
競
技
力
の
向
上
・
ジ
ュ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
と
い
う
基
本

体
系
を
設
定
し
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　そ
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の

が
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
育
成
で
す
。
18
年
２
月
に
県
北

地
域
で
初
め
て
設
立
さ
れ
た
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
庄
原

さ
く
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
は
住

民
主
体
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
市

総
合
体
育
館
を
拠
点
に
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
19
年
度
に
は
年
間
を
通
じ

て
11
種
目
延
べ
４
８
０
０
人
余
り

が
参
加
。
定
期
種
目
は
変
わ
り
つ

つ
も
26
年
度
に
は
延
べ
6
千
人
が

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で

は
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
招

き
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
経
験
と
卓
越

し
た
技
術
を
学
ぶ
こ
と
で
、
競
技

力
や
技
術
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　さ
ら
に
本
年
度
か
ら
ア
ス
リ
ー

ト
教
室
が
ス
タ
ー
ト
。
市
内
小
学

生
を
対
象
に
、
陸
上
競
技
の
専
門

知
識
を
有
す
る
指
導
者
が
1
年
を

通
じ
て
指
導
を
行
い
、
基
礎
体
力

の
向
上
と
将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

な
ど
で
活
躍
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
の

養
成
を
目
指
し
ま
す
。

ら
す
こ
と
か
ら
、
本
市
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
め
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　本
市
出
身
の
選
手
が
世
界
や
全

国
で
活
躍
す
る
姿
は
、
夢
と
感
動

と
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
と
と
も

に
、
郷
土
愛
の
醸
成
に
も
大
き
く

寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た

場
面
で
活
躍
で
き
る
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
選
手
の
育
成
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　そ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し

て
20
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

参
加
す
る
な
ど
定
着
し
て
き
ま
し

た
。　今

後
は
、
同
様
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
が
市
内
各
地
域
に
広
が
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
は
青
少
年
の

心
身
の
健
全
な
発
達
を
促
し
た

り
、フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
を
培
っ

た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
養
う
と
い
っ
た
効
果
を
も
た

瀧 口 和 博 さん

NPO法人　ポラーノ

　これまで自主事業として、期間
限定で年12回のアスリート教室
を行っていましたが、今年からは
市バックアップのもと１年を通し
て30回の陸上競技教室を行います。
　ねらいとしては子どもたちの基礎体力づくりと、庄原市
の陸上の底上げをすること。この教室から将来トップアス
リートが出てきてくれたらと期待しています。
　それには大会参加を経験させ、目標を持たせること。６
月20日には４年生以上の小学生を対象に陸上記録会を行
います。この記録会は10月に開催される県民体育大会の
選考会も兼ねているので、記録が良ければ県民体育大会
に出場できます。昔と比較して、小学生のうちから全国大
会へ出場できるチャンスが高くなっているので、こうした
大会の経験が、子どもたちの可能性を広げると思っていま
すし、他の競技をしている子にも、陸上に興味を持ってく
れるきっかけになればと思っています。

３　スポーツの振興

４

５
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